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(57)【要約】
　水よりも軽い馬蹄形状の本体を含む水難救助用の馬蹄
形救命ブイ（１０）において、その２つの端部（７、８
）の間に救助すべき対象（５）を受け入れるのに充分な
大きさの湾曲した内側キャビティ（６）が具備されてお
り、かつ馬蹄形救命ブイ（１０）への救助を実施する対
象（４）が保持する救助ロープ（３）を収容するために
取付け手段が具備されている馬蹄形救命ブイであって、
取付け手段が、馬蹄形救命ブイ（１０）の本体と機械的
に連結されたストラップ（１２）であり、このストラッ
プは、内側キャビティ（６）とは反対側の外側縁部にお
いて本体の中心に対して対称的に馬蹄形救命ブイ（１０
）の最前面に配設されている馬蹄形救命ブイ。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水よりも軽い馬蹄形状の本体を含む水難救助用の馬蹄形救命ブイ（１０）において、そ
の２つの端部（７、８）の間に救助すべき対象（５）を受け入れるのに充分な大きさの湾
曲した内側キャビティ（６）が具備されており、かつ前記救助の実施側対象（４）に保持
される救助ロープ（３）の収容のために前記馬蹄形救命ブイ（１０）に対する取付け手段
が前記馬蹄形救命ブイに具備されており、
　前記取付け手段が、前記馬蹄形救命ブイ（１０）の前記本体と機械的に連結されたスト
ラップ（１２）であり、このストラップは、前記内側キャビティ（６）とは反対側の外側
縁部において前記本体の中心に対して対称的に前記馬蹄形救命ブイ（１０）の最前面に配
設されていること、を特徴とする馬蹄形救命ブイ。
【請求項２】
　前記ストラップ（１２）が、前記馬蹄形救命ブイ（１０）の前記本体の中心部分を取り
囲み前記内側キャビティ（６）に向かって拡幅するバンド（１１）に連結されていること
、を特徴とする請求項１に記載の馬蹄形救命ブイ（１０）。
【請求項３】
　前記ストラップ（１２）に垂直な前記バンド（１１）の表面上に、前記馬蹄形救命ブイ
（１０）の投入を容易にする横断方向ハンドル（１５）が配設されていること、を特徴と
する請求項２に記載の馬蹄形救命ブイ（１０）。
【請求項４】
　前記ストラップ（１２）の内側で短かい中央区分においてループ固定用ストラップ（１
６）が両端部でストラップ（１２）に対して取付けられており、前記救助ロープ（３）の
端部を、２つのストラップ（１２、１６）間に形成された開口部内に通すことができるこ
と、を特徴とする請求項２に記載の馬蹄形救命ブイ（１０）。
【請求項５】
　前記ストラップ（１２）とは反対側の前記バンド（１１）の前記拡幅された内側表面（
１３）と前記内側キャビティ（６）の前記縁部との間に、湾曲した力分配プレート（１４
）が配設されていること、を特徴とする請求項２に記載の馬蹄形救命ブイ（１０）。
【請求項６】
　前記馬蹄形救命ブイ（１０）の前記本体を取巻く前記バンド（１１）の２つの内側側面
に対してそれぞれのポケット保持用リボン（１７、１８）が取付けられており、前記横断
方向ハンドル（１５）が配設されているその表面上にはそれぞれの長手方向ポケットが形
成されており、前記バンド（１１）上には、前記ストラップ（１２）を保持し前記馬蹄形
救命ブイ（１０）の前記本体を包囲するリボン（１９）が具備され、前記リボン（１９）
には強力なベルクロ（登録商標）ロックが備わっていること、を特徴とする請求項３に記
載の馬蹄形救命ブイ（１０）。
【請求項７】
　一方の端部で馬蹄形救命ブイ（１、１０）に連結され得る救助ロープ（３）を含む、馬
蹄形救命ブイ用の救命用ロープアセンブリにおいて、
　剛性ロッド様ハンドル（２０）を含み、一対のロープ保持用ロッド（２３、２４）が前
記ハンドル（２０）の２つの端部から同じ方向に外へ延在しており、
　前記救助ロープ（３）の他方の端部は、前記ハンドル（２０）に固定されており、前記
救助ロープ（３）はその全長が前記一対のロープ保持用ロッド（２３、２４）の間に巻回
され得ること、を特徴とする救命用ロープアセンブリ。
【請求項８】
　前記ハンドル（２０）が、Ｖ字形断面形状を伴う陥凹を有するそれ自体公知のロープ保
持用要素（２２）を含み、必要な場合にはこの要素に対し前記救助ロープ（３）の任意の
部分を解除可能な形で取付けることができること、を特徴とする請求項７に記載の救命用
ロープアセンブリ。
【請求項９】
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　前記馬蹄形救命ブイ（１、１０）に取付けることのできる前記救助ロープ（３）の端部
には、ループ（３ａ）が具備されており、このループが、ロープの卷回（２５）を伴うハ
ンドル（２０）をその内側に通すことができるのに充分な大きさの開口部を有しているこ
と、を特徴とする請求項８に記載の救命用ロープアセンブリ。
【請求項１０】
　前記２つのロープ保持用ロッド（２３、２４）が互いに向かい合ってわずかに傾斜して
、前記卷回（２５）の容易かつ迅速な取外しを補助すること、を特徴とする請求項７に記
載の救命用ロープアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水難救助用馬蹄形救命ブイ及び関連する救助ロープアセンブリに関する。水
難救助を目的として、いくつかの救命用装置が公知であるが、ヨット及びボートの場合に
は、馬蹄形状の救命ブイが広く行き渡っている。水の密度より小さい密度を有し、馬蹄形
又はＵ字形に類似した形状を有する救命装置が長い間知られてきており、これらは、「馬
蹄形救命ブイ（ｈｏｒｓｅｓｈｏｅ－ｓｈａｐｅｄ　ｌｉｆｅ　ｂｕｏｙｓ）」と呼ばれ
ている。このような装置が、例えば特許文献１中で公表されており、この文書中では、馬
蹄形状の本体の外側に、中央陥凹が存在し、これにより、救助すべき対象を馬蹄形の分岐
が取り囲むことができるように、発泡プラスチック材料製の本体の２つの端部を曲げやす
いように開放可能にすることができる。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献２は、可撓性プラスチックシート製の本体を有しバルーンとして膨ませること
のできる異なる種類の馬蹄形救命ブイについて記述しており、この馬蹄形救命ブイは、二
酸化炭素を有するカートリッジを含むケーシングを有している。使用中、カートリッジは
開放し、気体は馬蹄形救命ブイをその最終形状になるまで膨張させ、この段階でケーシン
グは裂けて消失する。この解決法の利点は、保管のために必要なスペースが小さいことで
あるが、それと同時に高価でかつ使用は複雑である。
【０００３】
　ボート及び小型船舶上の浮遊式救命装置は、約９０～９５％が馬蹄形救命ブイで構成さ
れている。日常使用においては、馬蹄形状のシートが互いに重ねて置かれ接着により連結
されるような形で、厚み８～１２ｍｍの発泡プラスチックシート製馬蹄形救命ブイが使用
される。所与の事例において、シートは、共通のケーシングによって相互連結され得る。
このような馬蹄形救命ブイの１つの特徴は、発泡材料がより大きい圧力に耐えることがで
きないということにある。したがって、プラスチック本体は、ロープ又はリボンを受入れ
るためのループを含むバンドによって取り囲まれており、このアセンブリにおいては、救
助ロープは馬蹄形の開放側から取付け可能である。このようにして、救助ロープが馬蹄形
救命ブイに対して加えた力は、より大きな表面に沿って分配させられ、馬蹄形救命ブイの
材料はこのような荷重に耐えることができる。
【０００４】
　このような馬蹄形救命ブイ及び関連するアセンブリは、例えばウェブサイト、ｈｔｔｐ
ｓ：／／ｗｗｗ．ｄｅｃａｔｈｌｏｎ．ｈｕ／ｍｅｎｔｏｐａｔｋｏ－ｈａｊｏｚａｓｈ
ｏｚ－ｉｄ　８３３７０２２．ｈｔｍｌ及びｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｔｒｉｎｅｘｕｓ．
ｈｕ／ｔｅｒｍｅｋ／ｍｅｎｔｐａｔｋｏ－ｐ４７において市販されているものを購入す
ることができる。
【０００５】
　馬蹄形救命ブイ及び関連するアセンブリに対して課せられる要件を知ることは、水難救
命の詳細についての説明を含めたこのような要件を不完全にしか満たすことができないた
めに発生する問題の学習、という観点から見て重要であるということが分かる。
【０００６】
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　水上では、いつ何時であれ緊急事態が発生し得るが、これは困難な気象条件（強風、高
波）下で最も頻繁に出現する。このような事態は、例えば雨、低温などの他の外的状況に
よってさらに困難なものとなり得るが、ストレスの増加、傷害、又はルーチンの欠如など
の主観的構成要素も事態をより困難にし得る。このような理由から、理論的には単純な救
助プロセスにも、実際には多くの困難が含まれている。救助成功の鍵を握る要素は、スピ
ードと専門知識にある。職業的船員でない大部分の人が、その全人生において緊急事態の
解決を体験する機会は僅かしかないことから、職業的船員又は訓練された救助隊員が有す
るルーチン及び専門知識をこのような人々に期待することは不可能である。ルーチンの欠
如は、事態の解決を遅らせるストレス状況をひき起こすか、さらにはこのような解決を阻
害さえし得る。専門知識と同様、スピードもまた、救助の成功の重要な条件である。救助
すべき対象の溺死又は体温低下の危険性の条件ならびにこの対象の極度の疲労及び傷害の
可能性は、つねに間近にある。
【０００７】
　以下で説明する発明は、意識があり行動する能力のある対象の救助を支援し、簡略化し
、迅速化するものである。
【０００８】
　緊急事態（例えば転覆した船の乗組員の救助）の間、救助作業には、以下のステップが
含まれる：
１．　適切なアプローチにしたがって、救助機器（浮遊装置及びロープ）を入手するステ
ップ；
２．　必要な場合、救助機器にロープを固定するステップ（大部分の場合において、この
条件はすでに満たされている）；
３．　ロープを解放し、それを投射する前にプロ向けのループの形に配設するステップ；
４．　被救助者に向かって、救助装置を投入するステップ；
５．　投入ステップは不正確になることが多く、そのような場合には、機器を引き戻さな
ければならず、被救助者が許容できる位置に機器が入るまで、第３項及び４項のステップ
を反復しなければならない；
６．　被救助者は、わずかな動作で設備まで泳ぎ、適切な姿勢をとり、装置を把持する；
７．　救助者は、ロープを用いて、救助すべき対象を船舶／ボート／岸まで引張る；
８．　その後、対象の到着を補助する。
【０００９】
　以上で概要を述べた救助ステップ中の従来の救助機器の使用及びそれに関連する問題点
について、図１～３に関連して手短かに説明する。図１に示された救助機器は、浮遊式救
助装置、すなわち例示的事例においては、救命浮輪又は救命板であり得る馬蹄形救命ブイ
１、及び予めそれに取付けられている（同様にロープであり得る）装置を取り囲むバンド
２、及び救助者に保持されて後で装置に取付けられる救助ロープ３を含む。
【００１０】
　従来の機器を使用するとき、図２及び３に関連して説明される問題が出現する。図２に
は、救助ロープと被救助者５も保持する救助者４が示されている。被救助者５にとっては
、その衣服、又は所与の事例において、馬蹄形の開口部の前方に緩んだ救助ロープ３があ
ると、着用されたライフベストが前記開口部への進入が阻止され易い状態となるため、馬
蹄形救命ブイ１の内側に入ることに難しさがある。入り込むのに成功した場合でも、救助
ロープ３を引張る際、馬蹄形が開放されており支持するものが存在しない進行方向に被救
助者５の体を回す力が発生し得る。強く引張った場合には、被救助者５が容易に馬蹄形の
外側に出る可能性がある。被救助者５を図２に示された正しくより安全な位置付けをする
代りに、被救助者５は、馬蹄形救命ブイ１の内側に入ろうと試みさえせず、図３に示され
ている形で外側からのみ把持することになる。このような場合、馬蹄形救命ブイ１は、事
実上その利点、すなわち馬蹄形が被救助者５を３つの部位で取り囲み、被救助者の体軸を
中心とした回転を制限するという利点の全てを失なう。このような使用では、装置は、人
が把持できる任意の浮遊物体によって置換され得ると考えられる。
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【００１１】
　さらなる問題は、救助ロープ３が浮力特性（すなわち水の密度よりも低い密度）を有し
ていなければならず、そのため救助ロープの材料は水より低い密度を有するという理由か
ら表面張力が低いプラスチック（例えばポリエチレン又はポリプロピレン）である、とい
う事実に由来する。これらの材料は、乾燥している場合でもかなり滑りやすいが、湿潤条
件下ではより滑りやすいものである。救助ロープの直径は小さ過ぎても又は大き過ぎても
いけない。太いロープの場合、大きな重量により投入の勢いが落ち、より遠方まで投入す
ることができず、細いロープの場合には、取扱いがむずかしくなる。標準的なプラクティ
スでは、救助ロープの直径は６～８ｍｍ前後である。実際には、これはすなわち救助者４
が自らの手の中に細くかなり滑りやすいロープを保持しなければならないことを意味して
おり、このことは、水流が強い場合（例えば川の中）、又は救助ロープ３が自らの手から
容易に滑り抜け得る時に身体が高い抵抗を示す場合、又は傷害をひき起こし得る大きな摩
擦が存在する場合に、救助者に１つの課題を課す。
【００１２】
　さらなる困難な問題は、救助ロープ３の正しい回収にある。救助ロープ３の迅速な又は
適正な引張りは、救助ボートのスタッフにとってさえ困難な作業であり、このような経験
をしたことのないボートにいる乗客がこのタスクをクリアしなければならない場合、これ
はさらに一層困難になる。スピードは非常に重要な構成要素であり、何回かの投入試行が
不首尾に終われば、スピードが益々重要になる。
【００１３】
　さらなる問題は、馬蹄形救命ブイを求められる距離に投入する必要性から成る。１つの
理由は、馬蹄形救命ブイ１に掴みやすい場所がないという事実に由来する。これでは不器
用な動作でしかブイの厚い本体を投入することができず、その結果短距離の投入しかでき
ない。このようにして、救助ロープ３の全長を完全には利用できない。包囲バンド（ｓｕ
ｒｒｏｕｎｄｉｎｇ　ｂａｎｄ）で保持されている場合には装置をより長い距離に投入で
きるが、このような場合、バンドの可撓性のため、投入それ自体を正確に方向付けできな
い。
【００１４】
　投入距離はさらに、馬蹄形救命ブイを投入するときむしろ軽量の物体の方が加速される
ことになり、その結果として推進力は低減する、という事実によって制限される。この勢
いは、空気抵抗によって低減されるだけでなく、装置が投入サイトからより長い距離を進
むにつれてロープのより長い区分を引張り続けなければならないという事実によっても低
減される。こうして、残りの推進力はさらに低減させられる。したがって、これが、全長
の利用が不可能であるさらなる理由である。
【００１５】
　救助ロープ３とバンド２の相互連結に必要とされる好適かつ耐久性ある結び目の作製は
、このような連結が多くの場合前もって用意されることから、まさにまれにしか起きない
問題のように思われる。このような問題がなおも出現する場合には、これは特に、対象者
が決まった手順をせずにこのタスクを実施しなければならない場合、時間のかかる作業と
なる。
【００１６】
　牽引の技術的解決法に関しても、問題が出現し得る。現状では、図１に示された設計に
おいて、救助ロープ３はバンド２の周りにループを作るが、この連結は、ループがバンド
に沿って横方向に摺動するのを防止しない。すなわちループは、馬蹄形の一方の端部の位
置をとる可能性がある。引張り力の方向が馬蹄形救命ブイ１の中心軸との一定の角度に接
近した場合には、ループがバンド２の適切な縁部まで摺動したとき、馬蹄形救命ブイ１は
、引張り方向のみに回転する可能性がある。しかしながら、この位置では、印加された力
の結果として、馬蹄形救命ブイ１はその安定した位置から外へ移動して、被救助者５は水
没する可能性がある。同様にして、垂直方向に固定された場合には、ループとバンドの間
の緩い連結が安定性の問題をひき起こし得る。
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【００１７】
　最後に、ロープ３は馬蹄形救命ブイ１の近くか又はそれに取付けられた状態で保管され
なければならないものの、ロープ３はいつでも直ちに使用できる位置になければならない
ことから、解決すべき問題としては、馬蹄形救命ブイ１及び救助ロープ３の共通の安定し
た保管が含まれる。
【００１８】
　以上の段落で概要が説明された問題は、公知の一般的に使用されている馬蹄形救命ブイ
の場合に当てはまり、これらの問題を少なくとも部分的に無くするか又は少なくともこれ
らの問題の深刻さを軽減できる技術的解決法に対する明白なニーズが存在する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１９】
【特許文献１】米国特許第３，５７９，６８３号
【特許文献２】欧州特許出願公開第１２１６９１９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　本発明の目的は、これらの問題を少なくとも部分的に無くするか又はこれらの問題の深
刻さを軽減する馬蹄形救命ブイ及び救助ロープアセンブリを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　課題を解決するために、水よりも軽い馬蹄形状の本体を含む水難救助目的の馬蹄形救命
ブイにおいて、その２つの端部の間に救助すべき対象を受け入れるのに充分な大きさの湾
曲した内側キャビティが具備されており、かつ救助の実施側対象に保持される救助ロープ
の収容のために馬蹄形救命ブイに対する取付け手段が具備されている馬蹄形救命ブイであ
って、本発明によると、取付け手段が、馬蹄形救命ブイの本体と機械的に連結されたスト
ラップであり、このストラップは、内側キャビティとは反対側の外側縁部において本体の
中心に対して対称的に馬蹄形救命ブイの最前面に配設されている馬蹄形救命ブイが提供さ
れている。
【００２２】
　損傷に曝露されている馬蹄形救命ブイの傷つきやすい材料を考慮して、ストラップが、
前記馬蹄形救命ブイの前記本体の前記中心部分を取り囲み前記内側キャビティに向かって
拡幅する馬蹄形救命ブイの本体の中心部分を取り囲むバンドに連結されていることが好ま
しい。
【００２３】
　ストラップに垂直なバンドの表面上に、馬蹄形救命ブイの投入を容易にする横断方向ハ
ンドルが配設されていることが好ましい。
【００２４】
　救助ロープの端部の安定した取付けのため、ストラップの内側で短かい中央区分におい
てループ固定用ストラップが両端部でストラップに対して取付けられており、救助ロープ
の端部を、２つのストラップ間に形成された開口部内に通すことができることが好ましい
。
【００２５】
　ストラップとは反対側のバンドの拡幅された内側表面と内側キャビティの縁部との間に
、湾曲した力分配プレートが配設されていることが好ましい。
【００２６】
　救助ロープのアセンブリと、それを馬蹄形救命ブイに固定するために、馬蹄形救命ブイ
の本体を取巻くバンドの２つの内側側面に対してそれぞれのポケット保持用リボンが取付
けられており、横断方向ハンドルが配設されているその表面上にはそれぞれの長手方向ポ
ケットが形成されており、バンド上には、ストラップを保持し馬蹄形救命ブイの本体を包
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囲するリボンが具備され、リボンには強力なベルクロ（登録商標）ロックが備わっている
ことが好ましい。
【００２７】
　本発明によると、一方の端部で馬蹄形救命ブイに連結され得る救助ロープを含む、馬蹄
形救命ブイのための救命用ロープアセンブリにおいて、剛性ロッド様ハンドルを含み、一
対のロープ保持用ロッドがハンドルの２つの端部から同じ方向に外へ延在しており、救助
ロープの他方の端部は、ハンドルに固定されており、救助ロープはその全長が２つのロー
プ保持用ロッドの間に巻回され得る救命用ロープアセンブリも同様に提供されている。
【００２８】
　ハンドルが、Ｖ字形断面形状を伴う陥凹を有するそれ自体公知のロープ保持用要素を含
み、必要な場合にはこの要素に対し救助ロープの任意の部分を解除可能な形で取付けるこ
とができることが好ましい。
【００２９】
　馬蹄形救命ブイに対する迅速な連結のため、馬蹄形救命ブイに取付けることのできる救
助ロープの端部には、ループが具備されており、このループが、ロープの卷回を伴うハン
ドルを内側に通すことができるようにするのに充分な大きさの開口部を有していることが
好ましい。
【００３０】
　同様に、２つのロープ保持用ロッドが互いに向かってわずかに傾斜して、卷回の容易か
つ迅速な取外しを促すことも好ましい。
【００３１】
　ここで、本発明について、添付図面を参照しながら、その好ましい実施形態に関連して
説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】図１は、公知の馬蹄形救命ブイの略図を示す。
【図２】図２は、図１に示されている馬蹄形救命ブイの適正な使用時の救助システムの略
図を示す。
【図３】図３は、馬蹄形救命ブイが不適正に使用されている場合の、図２と類似した略図
である。
【図４】図４は、本発明に係る馬蹄形救命ブイの一実施形態の斜視図である。
【図５】図５は、図４に係る馬蹄形ライフブイの正しい使用を例示する。
【図６】図６は、馬蹄形ライフブイ１０の拡大詳細図を示す。
【図７】図７は、ループ締結用ストラップ１６の側面の略図を示す。
【図８】図８は、ロープが解かれている場合の救助ロープアセンブリの略図を示す。
【図９】図９は、ロープが巻回されている場合の図８の略図に類似した略図である。
【図１０】図１０は、救助ロープ３の端部のループ形成を例示する略図である。
【図１１】図１１は、救助ロープアセンブリを収容するバンド１１の設計を示す。
【図１２】図１２は、馬蹄形救命ブイに固定された位置にある救助ロープアセンブリを示
す。
【図１３】図１３は、投入の開始を示す略図である。
【図１４】図１４は、部分的に展開された固定用リボンを伴うバンド１１の斜視図を示す
。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　ここで、本発明にしたがって作製された馬蹄形状の救命ブイ１０の斜視図を示す図４を
参照するが、この用語は以下において単に馬蹄形救命ブイとして使用される。馬蹄形救命
ブイ１０の構想は、図１に示されているものと実質的に同一であり、ここで、馬蹄形の２
つの端部７、８の間には、弧状の内側キャビティ６が形成されている。この実施形態にお
いては、図１中に示された馬蹄形救命ブイ１上に具備されたベルト２を使用する必要は全
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く無く、同様に、ベルト２用に具備されたループ（図１には図示せず）も必要とされない
。同時に、馬蹄形ライフブイ１０の本体の中央区分は、中央部に馬蹄形救命ブイ１０の厚
みの外側部分に跨るストラップ１２を含む、特別に設計された力伝達用バンド１１によっ
て取り巻かれており、このストラップに、救助ロープ３の端部に具備されたループ３ａを
通すことができ、これにより救助ロープ３を馬蹄形救命ブイ１０に容易に取付けることが
できる。バンド１１は、一定の空間的形状を有し、強い帆布又は含浸耐水性材料で作られ
、それは馬蹄形救命ブイ１０の内側キャビティ６の方向に向かって拡幅し（図中では三角
形に見える）かつ内側キャビティ６において屈曲しその湾曲した内側表面１３にフィット
する。（図４では覆れた後部面である）下方後部部分において、このバンド１１は、前方
三角形部分と実質的に同一であって馬蹄形ライフブイ１０の後部表面にフィットする後部
部分を有し、上方部分において、２つの側面は、それぞれのベルクロ（登録商標）ストラ
ップによって解除可能に相互連結されている。バンド１２は、別個の段階で、ブイ１０の
本体上に位置付けることができ、その形状に従ってフィットする。このような設計が求め
られるのは、ストラップ１２に作用する引張り力がバンド１１を介して馬蹄形救命ブイ１
０に伝達されるものの、この伝達は大きな表面に沿って、馬蹄形救命ブイ１０の湾曲した
内側表面１３に沿って主に発生する。したがって、引張り力は、大きな表面に沿って分配
された押圧荷重を表わし、ブイの軽量発泡材料は、あたかもそれが引張り荷重又は薄いス
トリップに沿って作用する荷重が掛かっているかのように、このような荷重により良く耐
えることができるからである。図４に示されたバンド１１の使用は、好ましい１つの選択
肢を表わしている。これは、馬蹄形救命ブイ１０が充分に強い材料で作られている場合、
及びその本体内に補強インサートが具備されている場合には、バンド１１を省くことがで
きかつストラップ１２をこのような補強インサートに取付けることができるからである。
図４に示された実施形態の利点は、市販されている既存の馬蹄形救命ブイと併せて使用す
ることも可能であるということにある。馬蹄形救命ブイ１０の材料を保護するため、そし
て作用力の均一分配のため、弧状湾曲表面にフィットするバンド１１の弧状内側表面と内
側表面１３との間に力分配プレート１４を位置付けすることができ、このプレートは、プ
ラスチック又は軽金属材料で作製することができる。実際の使用においてこのプレート１
４はバンド１１と馬蹄形救命ブイ１０の間の被覆位置にあることから、図４では、例示の
ために別個に示されている。
【００３４】
　図５は、図３のものに類似した簡略図であり、被救助者が馬蹄形救命ブイ１０内でどの
ように位置付けされるかを示している。一見して、この場合、被救助者５の入り込み動作
がいかなるロープの存在によっても妨げられないので、馬蹄形の開口部内のこの被救助者
５の配置は、図２に示された状況の場合に比べて実質的に容易になり、救助中馬蹄形救命
ブイは対象者５の前方にあり、馬蹄形を把持しそれに腕を回すことによって対象者５は、
自らブイから脱落したりブイの外へ転回したりする危険性は無く引張り力に容易に耐える
ことができる、ということが分かる。
【００３５】
　ここで、上にバンド１１を伴う馬蹄形救命ブイ１０の詳細を示す図６を参照する。バン
ド１１の中央領域には、中央長手方向軸に対して垂直に、横断方向ハンドル１５が配設さ
れており、それはバンド１１の材料に固定され、手の指を収容するのに充分な幅を有する
。既存のブイには、ブイ自体を把持できるようにしてその投入を容易にする安定した部分
が無いことから（市販のライフブイの問題の中に記載されている通り）、この横断方向ハ
ンドル１５の存在は、馬蹄形救命ブイを投射しなければならない救助作業の開始時におい
て意義がある。ストラップ１２はこのような安定した手段を表わすようにも思われるが、
実際には、それは安定しておらず、救助ロープ３の端部はそこで馬蹄形救命ブイに固定さ
れており、投入作業においてロープが確実に障害をひき起こすと考えられることから、ス
トラップをこのような目的に使用することはできない。したがって、ストラップ１２から
わずかに離れた、横断方向ハンドル１５の存在は、ブイを遠くに投入する必要がある場合
に極めて役に立つ。
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【００３６】
　ここで、ストラップ１２の好ましい実施形態の側面断面図を示す図７を参照する。スト
ラップ１２は、バンド１１の２つの相対する平担な表面の上方部分に縫製又は強力なベル
クロ（登録商標）ストラップにより取付けられた端部部分１２ａ及び１２ｂを有し、スト
ラップ１２は、中央ゾーンにおいて馬蹄形救命ブイの幅を相互連結させる。この幅は、１
０～１２ｃｍ前後である。ストラップ１２の内側中央部分には、第２のループ固定用スト
ラップ１６が、例えばその両端部をストラップ１２に対して安定して縫製するか又は強力
なベルクロ（登録商標）連結によって取付けるような形で取付けられる。ループ固定用ス
トラップ１６の役割は、ストラップ１２の長さに沿ったループ３ａの移動を制限すること
にある。ループ３ａは、ストラップ１２内に通される救助ロープ３の端部に具備される。
図７では、ループ３ａがストラップ１２及び１６の間に形成された狭い空間内に位置付け
されていることが分かる。ループ固定用ストラップ１６を使用しない場合、ループ３ａは
、救助作業中にストラップ１２の全長に沿って、すなわち引張り力の方向に応じて端部部
分１２ａと１２ｂとの間で自由に摺動可能になると考えられる。引張り力がストラップ１
２の方向に対し垂直でない場合には、ループ３ａは、ストラップ１２の完全に端部に至る
まで斜めに作用する力の方向でストラップ１２に沿って摺動し得ると考えられ、かつスト
ラップの端部によって停止させられた時点において力ずくで馬蹄形救命ブイ１０を引張る
可能性があると思われる。これにより、充分に危険な状況がひき起こされる可能性があり
、ループ固定用ストラップ１６の存在はこの現象の発生を防ぎ、これにより馬蹄形救命ブ
イ１０は、引張り力の方向を正確にたどることができ、その不確実な揺動（被救助者５に
過剰な揺動として感知される）は最小限に削減されることになる。このような揺動を低減
する効果は、従来の馬蹄形救命ブイの場合に極めて明白である。但し、それは救助ロープ
３がベルト２に沿って横方向に自由に摺動できる場合、それによって実質的な不安定性が
発生する可能性があり、馬蹄形救命ブイがその長手方向軸を中心として回転させられる事
態をもひき起こす可能性があるからである、と言うことを指摘しておかなければならない
。したがって、ベルト２に沿った救助ロープ３の類似の固定には、このような実質的利点
が付随し得ると考えられる。
【００３７】
　救助ロープの配置に関連する問題は、その使用、その投出方法及びロープの保管方法に
関連するものを含め、以上ですでに言及されており、このような問題を解決するためにこ
れまで使用されてきた解決法が全く最適なものでないことも言及されており、したがって
、効率の改善には、馬蹄形救命ブイ自体の変形のみならず列挙されたこれらの問題を減ら
すことも必要とされる。
【００３８】
　図８は、本発明にしたがって生み出されたこのような解決法についての一実施形態を示
しており、この解決法の基本は、手で快適に保持し把持できるロッド様のハンドル２０で
構成されている。ヨット内でロープを保持し、ボート内で使用される他の利用のために広
く用いられているものと同じ様に設計されたロープ保持用要素２１のそれぞれの対が、ハ
ンドル２０においてその中心に対して対称的に設けられている。これには、Ｖ字形断面形
状で下向きに狭まるそれぞれの深い陥凹が関与し、ここで陥凹の幅は救助ロープ３のサイ
ズに適合している。救助ロープ３は、そのいずれの部分においても、ロープ保持用要素２
１のうちの１つの陥凹内に適合することができ、ロープ３は陥凹内に押し込まれて捕捉さ
れ、安定した形でハンドル２０に連結された状態になる。すなわち救助ロープ３の保持及
び引張りのために、救助側対象４が自らの手で滑りやすいロープ３を保持する必要は無く
なる。ハンドル２０を陥凹の方向とは反対方向に回転させると、ロープはロープ保持用要
素２１から容易かつ直ちに解除される。図８は、このような保持位置２２を示す。ハンド
ル上にはこのようなロープ保持用要素２１を少なくとも２つ具備することが望ましく、こ
れにより、ロープが１つの要素２１によって捕捉された場合にはロープ３がハンドル２０
により身体側に引張られ、更にロープはもう一方のロープ保持用要素２１によって進行方
向に捕捉され、このとき先の連結が解除され得、手で直接ロープを保持する必要なく反復
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的引張り運動を行なうことが可能になる。ハンドル２０の２つの端部から、それぞれのロ
ープ巻回用ロッド２３、２４が外向きに（角のように）延在し、その存在によって救助ロ
ープ３の巻取りが容易になる。ハンドル２０の中央には１つの孔（図８では覆われている
）が具備され、ロープ３の端部はこの孔を通って導かれ、この端部上で、ハンドルから滑
り落ちるのを防ぐ結び目３ｂが作られる。
【００３９】
　図９は、八の字形状をたどる特別な巻回によって救助ロープ３が巻回されたハンドル２
０の立面図を示す。この種の卷回は安定しており、ほぼ自動的に容易に学習可能であり、
これには、片手動作で２本のロッド２３、２４から全卷回を解き放つことができるという
利点がある。
【００４０】
　図１０は、上にバンド１１が取付けられた馬蹄形ライフブイ１０、及び、救助ロープ３
が卷回２５の形で巻回されている２本のロープ保持用ロッド２３、２４を有するハンドル
２０を示す。ロープ３の端部に作られるループ３ａは、充分に長いものであって、ループ
３ａがストラップ１２の中（より良い例示のためループ固定用ストラップ１６は図示され
ていない）を通って下に導かれた後、巻回されるハンドル２０と共に全卷回２５をループ
３ａを通して導くことができるようになるはずであり、このループ形成により救助ロープ
３がストラップ１２にひいてはバンド１１に固定される、ということをこの図は例示して
いる。
【００４１】
　図１２では、ハンドル２０は、その上に巻回された救助ロープ３と共に、バンド１１の
２つの内側端部部分からそれぞれのリボン１７、１８（図１１）が実質的に半径方向に外
へ延在するような形で、馬蹄形救命ブイ１０に対し容易に取付けられ、これらのリボンの
両方がその端部部分にそれぞれの強力なベルクロ（登録商標）ロックを備えている、とい
うことが分かる。リボン１７、１８は各々、馬蹄形ライフブイ１０の本体を取り巻き、そ
れらの表面の１つの上には、ロッド２３、２４の端部を収容し保持するためにそれぞれの
ポケットが設けられている。バンド１１は、付加的に、その中央部分から延在し、同じく
ベルクロ（登録商標）ロックが具備されたリボン１９を更に含み、図１２に示されている
ように、リボン１９はハンドル２０を取り巻きこれを保持する。このようにして、馬蹄形
救命ブイ１０は、付随するハンドル２０及びその上に設置されたアセンブリ（投出するこ
とのできるもの）と共に、小さなスペース内に保管可能な安定したユニットを構成する。
【００４２】
　図１３は、突然の緊急事態が発生した場合にロープの重量により投入が制動されること
のない形、すなわちブイを長い距離に投入することができるような形で、図１２に示され
ている初期位置から出発して、馬蹄形救命ブイ１０をどのようにして容易かつ迅速に水中
に投入することができるかを示している。このような作業のためには、ハンドル２０を保
持するリボン１９を解除し、一方の手でハンドル２０を把持し、もう一方の手を用いて卷
回２５を横断方向ハンドル１５と共に把持し（このときハンドル２０は、ポケット及びロ
ープ３を構成する卷回２５から引出される）、その後、手を使って、手持ちの卷回２５と
共に馬蹄形救命ブイ１０を、強い力で、求められる方向に遠くへ投出しなければならない
。投入段階において、手を開くことによって、馬蹄形ライフブイ１０と卷回２５を構成す
るロープは共に投入され加速され、こうしてロープは、救命ブイと共に飛んでいくためこ
のロープ３の存在によって馬蹄形救命ブイ１０の勢いは制動され得ず、８の字形に巻回さ
れたロープは、何ら支障なく巻解かれ、投入は長距離へ効率良く行なわれる。
【００４３】
　卷回２５をより容易に解くために、２本のロッド２３、２４を小さな角度だけ互いに向
かってわずかに傾斜させることができる、という点を指摘しておかなければならない。
【００４４】
　図１４は、ベルクロ（登録商標）ロックが取付けられたリボンを伴う、折畳まれていな
い状態にあるバンド１１を示す。リボン１７及び１８を保持するポケットの下に示された
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短かいリボンは、馬蹄形救命ブイ１０の分岐部分を取り巻くリボン１７、１８の外側端部
を保持し固定する役割を有する。同様にして、馬蹄形救命ブイ１０の上方端部を包囲する
リボン１９の外側端部を収容し保持する短かいリボンが示されている。図面は同様に、横
断方向ハンドル１５も示している。
【００４５】
　馬蹄形救命ブイ１０及び関連するアセンブリは共に、水難からの対象の救助に関連して
先に説明した問題の全てを効率良く解決する。同時に、本発明に係る解決法の利点のうち
のいくつかは、馬蹄形救命ブイ１０が従来のロープと共に使用される場合又は本発明に係
るハンドル及び関連するアセンブリが従来の設計の馬蹄形救命ブイのために使用される場
合でも存在する、ということに言及しておかなければならない。
【００４６】
　本発明に係る解決法は、救助作業のプロセスを簡略化する、すなわち素人でもこれを実
施することができ、プロセスが迅速になるためにストレスの高い状況下でさえ救助が可能
となる。要するに、本発明に係る解決法は、自分をコントロールでき行動することのでき
る対象の救助を容易にし、迅速化する。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】 【図１２】
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